
Copyright © 2023 PIECES.org All Rights Reserved.

メディアの子どものウェルビーイングへの影響  

　　　　〜子どもの権利の視点から〜  

Everybeing/京都大学医学研究科  

児童精神科医・精神科専門医  

 

　　　　　小澤いぶき  
　　　　　　　　

 
©Everybeing2024



Copyright © 2023 PIECES.org All Rights Reserved.

　　　　　　　　　　　　　　　はじめに



Copyright © 2023 PIECES.org All Rights Reserved.

調査の背景と目的・願い

©Everybeing2024

・子どものメンタルヘルスとウェルビーイングには、子どもの暮らしに関わる様々な環境が影響している。SNSや、広告、テレビや雑誌

など暮らしの中に広がる多様なメディア環境もその一つてある。

・国際的な調査で、広義のメディア（広告媒体、デジタル媒体、オールドメディアなど）が、子どもの方々のメンタルヘルスとウェルビー

イングに影響することがわかってきた。特にスティグマによるメンタルヘルスの影響や、デジタル媒体の影響は顕著である。

・特にデジタル媒体に関しては子どもにとって様々な影響があることから、国際的には、教育におけるデジタル環境を見直す潮流が

ある。

 ・近年、特にデジタル環境を中心としたメディア環境の子どもへの影響が示唆され、OECDでは2021年5 月に「デジタル環境におけ

る子どもに関する理事会勧告」が採択され、各国においてもデジタル環境の 見直しが行われている。 

・子どもたちにとって、デジタル環境は日常の一部でもあり、アクセスの多様化の保証の一端を担う可能性があるる一方で、子どもの

ウェルビーイングを阻害する可能性もあります。

・子どもにとってどのようなメディアのあり方がウェルビーイングに寄与するのか、子どもの権利に根差しているのかを、子どもたちの

体験している世界や、その声を大切に、国際的な観点・子どもの権利の観点ももとに考え、実装していくことが急務であり、今回のプ

ロジェクトを立ち上げた。
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　　　　　　　　　　子どもの権利とウェルビーイング
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子どもの権利条約と子どものウェルビーイング

1989年：国連子どもの権利条約の採択
これを端緒とし、子どものウェルフェアから
子どものウェルビーイングという概念がへの転換が進み、

子どものウェルビーイングは、 「子どもの権利条約に基づき」
「子どもの権利の実現およびすべての子どもがその能力、潜在能力やスキルを生かせる機会の達成」
と 定義された（Bradshaw et al.2006:8）。

1996年：CWI 国際比較研究プロジェクトがスタート
子どもの権利条約の採択を機に、国際比較可能な Child Wellbeing Index（CWI）開発を目指した最初の
取り組み。子どもの権利条約は、 CWIの分野や項目の理論的基盤とされた。

子どもは保護される対象と
いうだけでなく、一人の人間

自分に関わることについて
決められる権利の主体

©Everybeing2024
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心の健康はウェルビーイングの大切な要素

その人の置かれた状況や環境によって

心の状態は揺れて変化する

心の不調になりうる可能性は誰もが持っている

心の健康が保障されることは、こどもの権利

どんな心の状態でも大丈夫（ sense of ~~）だと感じられること、心の
健康が保障されることはこどもの権利

2023,日本財団　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　©Everybeing2024
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ウェルビーイングとはプロセスであり、状態である

一時的な結果ではない

継続的なもの、プロセス（その瞬間は wellではないが包括的に well
だったということもある）

身体的、精神的、社会的、スピリチュアリティに、ちょうどよく満ちて
いる状態であり、そこに向かうプロセス

©Everybeing2024
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子どものwell-beingに関わる3要素

1.楽観性 
sense of optimism

3.主体的に社会に関わって 
いる・働きかけられる感覚 
sense of agency  

2.ここにいて大丈夫だという感覚 
sense of belonging

大人とのよい関係性（Quality teacher-student relationship含む）

©Everybeing2024
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2023,日本財団　　　　　　　　　©Everybeing2024
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　　　　　　　　メディアの子どものメンタルヘルスとウェルビーイング

　　　　　　　　　　　　　　〜国際的な文献調査からみえてきたこと〜
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デジタル技術・環境の影響

社会環境

政策・文化

地域社会

園・学校

組織

家族

友達・先
生

こども

より大きな世界

こどもを取り巻く世界

こどもの世界いじめ、性的搾取、児童虐待、児童搾取
誤情報への接続、
個人情報の漏洩、
睡眠への影響、
過度な利用による憂鬱感、不安
自殺関連行動
強迫的な行動や嗜癖行動への過度な傾倒

より大きな世界

こどもを取り巻く世界

こどもの世界

偽情報へのアクセス
リスクの高い環境へのアクセス

新たな機会、新たな社会的交流や情報
へのアクセス、
社会的孤立の解消、
ピアネットワークとの接続
地域の課題へのアクセス

適度な利用によるメンタルヘルスへの
肯定的影響

学習格差、機会格差の解消
新しい職種の創造と機会の提供
参加・参画のアクセス

情報格差、
デジタル技術の困難による新たな格差
（コンテンツの内容により）
差別、偏見の容認や強化
固定概念の強化
ジェンダー観、家族観の固定化
多様性の阻害

©Everybeing2024
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広告媒体の影響

社会環境

政策・文化

地域社会

園・学校

組織

家族

友達・先
生

こども

より大きな世界

こどもを取り巻く世界

こどもの世界
いじめ、性的搾取、児童虐待、暴力
誤情報へのアクセス
消費行動の変化や大きな消費・支払い
（幼児期ほど影響を受けやすい）
健康被害

より大きな世界

こどもを取り巻く世界

こどもの世界

多様性の尊重
持続可能な消費に関する教育機会の提供

（コンテンツの内容により）
差別、偏見の容認や強化
固定概念の強化
ジェンダー観、家族観の固定化

©Everybeing2024
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テレビ等の影響

社会環境

政策・文化

地域社会

園・学校

組織

家族

友達・先
生

こども

より大きな世界

こどもを取り巻く世界

こどもの世界
健康被害（小児肥満）

より大きな世界

こどもを取り巻く世界

こどもの世界

差別、偏見の容認や強化
固定概念の強化
ジェンダー観、家族観の固定化
多様性の阻害

©Everybeing2024
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　　　　国際的なガイドラインにおける子どもの権利とウェルビーイング

©Everybeing2024
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原理原則と策定プロセス

原理原則の基礎となっていること

・子どもの権利条約が基礎となっている。
・全てのステークホルダーが子どもの権利に根差した安全な環境・コンテンツを整備す
ること
・子ども若者自身が特にデジタル環境における適切な情報と知識を身につけていく学
習機会の保障をすること

策定プロセスについて
・専門家や多様なメンバーでの策定
・子ども・若者の参加・参画のもとでの策定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　©Everybeing2024
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　　　日本に暮らす子どもの方々へのインタビューからみえてきたこと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　©Everybeing2024
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インタビュー概要

プロジェクトの最初の段階として18歳までの子どもたちへインタビューを実

施し、子どもたちがどののよう なメディア(媒体)から、どういった影響を受け

ているか、子どもの声から実態を調査しました。

時期:2024年10月~2025年2月

方法:対面またはオンライン

対象:小学校2年生~高校3年生 65人

実施委託先:一般社団法人Everybeing
質問内容:
‧何をメディアと捉えているか /メディアをどのように使っているか /メ
ディアを使う理由 /メディアからどのような影響を受けているか /メ
ディアに望むことは何か

　　　　　　　　　　　　　　　　©Everybeing2024
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インタビューからみえてきたこと

・子どものたちは主にデジタル環境にアクセスしている

・アクセスするときの選択の基準は、媒体ではなくコンテンツが基準になることが多い

 ・メディアにおける誹謗中傷やコンフリクト、見たくない内容が報道されることなどに気分が影  
響されることがある

 ・自分の「推し」から様々な影響を受けている。

・明言はされていないが「推しの推し (化粧品や ボディイメージなど )」から本人が気づかないうち

に影響を受けている可能性もが示唆された

 ・自分から積極的にデジタル環境にアクセスしているだけでなく、「やることがないから」「気  が
付いたら見ている」「どんどんリコメンドされるから」といった状況も多く見られた

 ・情報の偏りやファクトではないことの報道や広告、誹謗中傷、出演者の固定化への疑問、そ

れらを変えていくことへの願いも聴こえてきた

　　　　　　　　　　　　　　　　©Everybeing2024
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子どもたちが教えてくれたこと

児童養護施設

ユースセンター

青少年センター

地域の居場所

地域のあそび場

児童館

学校

オンラインの
居場所

どこでインタビューしたか

地域の学びば

©Everybeing2024
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子どもたちが教えてくれたこと

小学生〜大学生
（10〜18歳）

学校に行っている方
・

行っていない方

家庭で暮らしていな
い方

メディアに関心があ
る方、ない方

様々な地域の方

経済的な状況が
多様

ジェンダーの多様さ

ルーツの多様さ

どんな方々にインタビューしたか

©Everybeing2024
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子どもたちが教えてくれたこと

インターネット

Google

Amazonプライム
Netflix

突破ファイル
ZIP

テレビ

雑誌

漫画・本

tictok

メディアの捉え方（メディアときいて思い浮かぶもの）

インスタ

LINE

　　　YouTube

ピクシブゲーム 新聞

 学校のタブレット X 　　　スマホ  　学校のパソコン

ディスコード

ビーリアル

©Everybeing2024
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子どもたちが教えてくれたこと

虚無

特に何も・・

無 ぼーっと

楽しい

メディアの影響（どんな気持ち？）

考えたこと
なかった

 　途中から惰性
なるほど

って気持ち

なくては
ならないもの

©Everybeing2024
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子どもたちが教えてくれたこと

疲れた時に
ぼーっと見れる

一緒に踊る

暇つぶしができる テンションが上がる

推しと出会える

メディアの影響（良い点、嬉しい気持ちになること、
役に立つこと）

推しがでると
嬉しい・いい。かっこ

いい

 　色々調べられる
なるほど

って気持ち 歌を歌う

創作の
アイディア

学校の授業のことを
調べられる

参考になる

みんなで
イェーイ

©Everybeing2024
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子どもたちが教えてくれたこと

誹謗中傷

CM
自分たちで広告いじれないの

に理不尽
変なCMが出てきたら

きまづい

推しの誹謗中傷を見
ると落ち込む。
（誹謗中傷するなら）
見なきゃいいのにっ
て思う

騙されたこと。
tictokであと何秒みたいな。

見ちゃう。

本当かわからない情
報

メディアの影響（嫌な気持ちになること、嫌な影響）

CM
うざい

面白くない

 フェイクニュース

勝手に情報
アップされるとか

（個人情報）
ちょっと怖い

誹謗中傷とかは
非表示にすればいいから。

人のことだからあんま（気にし
ない）

嫌なことといえば、亡くなった
人のさ、顔とかさ、ニュースとか
をさ、あげてさ、いいね、稼ぐ
人っているじゃん。

特に何もない。
人は人って感じ

目が悪くなった

ゲームで
悪口を書かれた

ゲームを切りよく
終われない

©Everybeing2024
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子どもたちが教えてくれたこと

あんまいないかもしれないんですけ
ど、釣りの動画を見る時。
趣味で。釣りするんです。

寝る前

今日どんな髪型にしようか
なって悩んでいる時、調べる
ために

音楽つくってるんですけど、創
作に行き詰まった時
アイディアを得るため

調べ学習

いつ、なんのために使っているか

移動中

　推しを見たい時
家族（テレビを）見て

るから

プレゼント
選ぶ時とか

　　何となく。何となく見えたら、違うのが
目に入って、それを見始めて、気づい
たら時間が過ぎてるみたいな。最初は
目的があるんだけど、途中から目的か
らずれてく。

疲れた時

検索する時

暇な時

ゲームを
無料でダウンロード

できるから
見たいから

特に、理由はない

新聞が家に
届いてたから、

ニュース
見るようにしてた

新聞や雑誌は
ほとんどみない

©Everybeing2024
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子どもたちが教えてくれたこと

使う側や見る側にも配慮し
てほしい

本当かわからないことは載
せないで欲しい。
ちゃんと事実を書いて欲し
い。

下品なことは言わないでほしい。
悪口とか暴言とか

やめて欲しい。

特にない

メディアをつくる人に気をつけてほしいこと、大切に
してほしいこと

個人情報のこととか気をつ
けて欲しい。勝手にあげな

いで欲しい

　見てて楽しいものを
作って欲しい

（テレビで）グロいのとか、ちょっと気
持ち悪いのはうっとなる YouTubeとか

だと
これはグロいですって書いてある

広告なくしてほしい。

広告は1秒で。ポスター貼るくらいでいい。なんか喋り出
さなくても。文字もポスターが5秒だったらまだ許せるけ
ど。40秒とか、皆さんお願い脱毛してくださいって。なん
だろう、それはいらないから、いらない。

　　

本当の情報を載せて欲しい

誹謗中傷するなら
使わないで欲しい

制限かけるやつとか
入れてたけど
意味がない。

みんなが仲良いメディアとか
がいい。
悪口とかは疲れる

©Everybeing2024
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考察

・子ども自身がみたいと思っているものや関心のあるものに関しては、そのコンテンツからの悪影響（例えば、特定の価
値観への誘導による健康被害や、アンコンシャスバイアス、ボディイメージへの影響など）に子ども自身が気づきにくい
可能性がある。そのため、作成側が子どもの権利に根ざし、メンタルヘルスとウェルビーイングへの影響を考慮する必
要がある。

・特にインターネット環境における媒体（ YouTube等）に関して、やめた方がいいけれどやめられないと感じていたり、惰
性で見てしまうと感じている子どもが一定数いる。
ゲーム等のコンテンツや視覚刺激の多いコンテンツ自体、子どもを消費対象として認識し、そのコンテンツにい続けて
もらう工夫が施されている場合が多いが、子どもを権利主体として捉え直し、その成長への影響を考えた設計を検討す
る必要がある。

・リコメンド機能により、子ども自身の選択肢が限られている可能性や子ども時代からフィルターバブルの影響を受ける
可能性も示唆された。リコメンド機能に関しての工夫が必要である。

・今回の資料には紹介していないが（報告書 QRコードよりインタビューした全ての子どもたちの応答を見ることができま
す）、子どもの個人情報の商業的データ利用に関しては、子ども自身からも懸念の声が上がっており、子どもの権利の
観点からも整備が必要である。

・子どもにとっての保護因子、ウェルビーイングに肯定的な影響を与える可能性の有無、あるとしたらどのような環境が
望ましいかも今後詳しく聴いていく必要がある

©Everybeing2024
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今後の取り組み

今回できるだけ様々な地域、環境に暮らす子どもたちを対象にインタビューを実施する工夫をしたが、乳幼児の

年代も含め、まだまだ聴けていない声がたくさんある。特に低年齢の子どもは、現実とメディアの情報との区別が

難しくなることもあり、気付かぬ影響を受けやすくもある。

 今回の調査をもとに、 2025年度はより多くの子どもたちの声を聴く大規模調査、子どもの権利に根差したメディア

の事例づくりを、子どもと共に、メディアに関わる方との対話を重ねながら実施していく予定である。

最終的には、子どもの権利に根ざした情報発信カガイドラインの作成を行い、それをもとに、子どもの権利とウェ

ルビーイングに資する報道や情報発信が子どもの暮らしに広がっていくことを目指す。

報告書は以下になります。

https://static1.squarespace.com/static/56599f98e4b04cd6ce919cf3/t/67e2419715d6a616fe947e3f/1742881
247058/web_media-interview24.pdf

＊ぜひ調査や事例づくりなど、ご一緒できますと幸いです。
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